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令和５年度石川県立大学一般選抜（前期日程） 

における採点ミスについて 

 

令和５年２月２５日に実施した石川県立大学一般選抜前期試験「理科

(物理基礎・物理)」において採点ミスがありました。 

受験者並びに関係者の皆様に多大なご迷惑とご心配をおかけしたこと

を深くお詫び申し上げます。今回の事態を厳粛に受け止め、再発防止のた

め真摯に取り組んでまいります。 

 

１ 採点ミスの内容 

斜面の「動摩擦係数」を求める問題１の(5)において、誤った解答に

より採点を行っていました。 

 

２ 対 応 

正しい解答例に基づいて採点のやり直しを行いました。その結果を

受けて、改めて判定を行いましたが、合否に変更はありませんでした。 

 

３ その他 

（１）「理科(物理基礎・物理)」 

対象科目受験者数４３名（受験者総数２７３名） 

（２）経 緯 

令和６年２月１４日に学外者から本学ホームページ掲載の解答 

例について問い合わせがあり、検証の結果、当該解答例に誤りがあ

ることが判明しました。 

（３）問題及び解答例の正誤表 

    別添のとおり 



 

問題 

問題１ 次の文章を読み、以下の問に答えよ。なお、計算過程も含めて解答

すること。 

（配点 50点） 

 

下の図のように、表面が粗い斜面の上に質量 𝑚 の物体を、地点Aの位置に静

かに置くとすべりはじめた。その後、物体は地点 Bから地点 Cまでを速度が一

定のままで通過し、地点 Dで停止した。水平面に対する斜面の角度は 𝜃 、地点

Aから地点 Bまでの距離は 𝐿 、地点 Cから地点 Dまでの距離は 2𝐿、 地点 Aか

ら地点 Bの間の斜面の動摩擦係数は 𝜇1、重力加速度は gとする。 

 

 

 

図 

 

(1)  物体が受ける垂直抗力の大きさを求めよ。  

 

(2)  地点 Aから地点 Bの間で物体が受ける動摩擦力の大きさを求めよ。 

 

(3)  地点 Bから地点 Cまでの動摩擦係数を求めよ。 

 

(4)  地点 Cでの物体の速さを求めよ。 

 

(5)  地点 Cから地点 Dの間の動摩擦係数を求めよ。 

  



 

解答例 
問題１ 

(5) 

正 
地点 C と地点 D の間で物体は、斜面方向に距離 2Lだけ重力による仕事と動

摩擦力による仕事をされ、地点Dで停止する。したがって、地点Cと地点Dの
間の運動エネルギーの変化量は、地点 Cと地点 Dの間の重力による仕事と動摩
擦力による負の仕事の和と等しい。 

したがって、地点 Cと地点 Dの間の動摩擦係数を𝜇3とすると、 
 

0 −
1

2
𝑚𝑣𝐵

2  =  𝑚𝑔2𝐿 sin 𝜃 − 𝜇3𝑚𝑔2𝐿 cos 𝜃 

(4)の解より 

𝑣𝐵 = √2𝑔𝐿(sin 𝜃 − 𝜇1 cos 𝜃) 

であるので、 

−
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𝑚2𝑔𝐿(sin 𝜃 − 𝜇1 cos 𝜃) =  𝑚𝑔2𝐿 sin 𝜃 − 𝜇3𝑚𝑔2𝐿 cos 𝜃 

𝜇3𝑚𝑔2𝐿 cos 𝜃 =
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𝑚2𝑔𝐿(sin 𝜃 − 𝜇1 cos 𝜃) + 𝑚𝑔2𝐿 sin 𝜃  

𝜇3 cos 𝜃 =
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(sin 𝜃 − 𝜇1 cos 𝜃) + sin 𝜃 
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sin 𝜃
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− 𝜇1) +

sin 𝜃

cos 𝜃
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(3 tan 𝜃 − 𝜇1) 

 

 

 

 

 

誤 
地点 C と地点 D の間で物体は、斜面方向に距離 2Lだけ重力による仕事と動

摩擦力による仕事をされ、地点 D で停止する。地点 C と地点 D の間の動摩擦

係数を𝜇3とすると、力学的エネルギー保存則より、 
 

1

2
𝑚𝑣𝐵

2 − 0 = 𝑚𝑔2𝐿 sin 𝜃 − 𝜇3𝑚𝑔2𝐿 cos 𝜃  

𝜇3𝑚𝑔2𝐿 cos 𝜃 = 𝑚𝑔2𝐿 sin 𝜃 −  
1

2
𝑚𝑣𝐵

2 

=  𝑚𝑔2𝐿 sin 𝜃 − 𝑚𝑔𝐿(sin 𝜃 −  𝜇1cos 𝜃) 

 

2𝜇3 cos 𝜃 = 2 sin 𝜃 − (sin 𝜃 − 𝜇1cos 𝜃) = sin 𝜃 + 𝜇1cos 𝜃 
 

𝜇3 =
1

2
(tan 𝜃 + 𝜇1) 

 

答 

答 


